
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年８月12日

【四半期会計期間】 第29期第１四半期（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

【会社名】 株式会社ＡＳＪ

【英訳名】 ASJ INC.

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長兼社長　　丸山　治昭

【本店の所在の場所】 埼玉県川口市栄町三丁目２番16号

【電話番号】 ０４８（２５９）５１１１

【事務連絡者氏名】 取締役　IR部長　仁井　健友

【最寄りの連絡場所】 埼玉県川口市栄町三丁目２番16号

【電話番号】 ０４８（２５９）５１１１

【事務連絡者氏名】 取締役　IR部長　仁井　健友

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

EDINET提出書類

株式会社ＡＳＪ(E05324)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第１四半期連結
累計期間

第29期
第１四半期連結
累計期間

第28期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 336,239 356,635 1,327,321　

経常利益（千円） 9,978 17,117 72,123

四半期（当期）純利益（千円） 4,877 11,357 40,939

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
4,022 10,868 39,125

純資産額（千円） 2,155,785 2,188,862 2,190,888

総資産額（千円） 2,895,413 2,851,394 2,851,332

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
75.66 176.16 634.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 74.5 76.8 76.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第28期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号　平

成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第1四半期連結累計期間の経営成績におきましては、平成23年3月よりサービスの提供を開始したプロ野球選手育

成・戦略シミュレーションゲーム「DBBワールド」による売上の増加、商工会議所の検定システムのサービス開始及

び既存サービスの売上が好調に推移したことから、当第１四半期連結累計期間における売上高は356,635千円（前年

同期比6.1%増）、営業利益17,475千円（同121.5%増）、経常利益17,117千円（同71.5%増）、四半期純利益11,357千円

（同132.8%増）と増収増益となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、3,615千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　①経営成績に重要な影響を与える要因

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループにおける経営成績に重要な影響を与える要因につきましては重

要な変更はありません。

　②経営戦略の現状と見通し

当第1四半期連結累計期間におきましては、弊社決済システムにおいてPCIDSS（Payment Card Industry

DataSecurity Standard）Ver2.0の中でも最も厳格なレベル1の完全準拠を果たし、その認定審査機関QSA（Qualified

Security Assessor）であるベライゾンビジネスの審査を経た上で認定を取得いたしました。このことにより弊社決

済システムが、クレジットカード情報や取引情報の保護のための、国際的基準に完全準拠したことを証明いたしまし

た。今後におきましても、継続的にセキュリティーの向上に努めつつ、新サービスの提供を積極的におこなってまいり

ます。　

(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　①財政政策

　　当社グループは、当第１四半期連結会計期間末現在、現金預金残高が940,359千円、有利子負債が350,000千円と実質無

借金経営を継続しております。

　②財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して、大きく変動した資産は無く、62千円増の

2,851,394千円となり、負債につきましても、2,088千円増の662,532千円となりました。

純資産は、第１四半期純利益を計上しましたが、配当を実施したこと等から前連結会計年度末に比べ2,026千円減と

なる2,188,862千円となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】
種　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 264,000

計 264,000

②【発行済株式】

種　類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名

内　容

普通株式 72,535 72,535東京証券取引所（マザーズ）

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。

計 72,535 72,535 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。 

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 72,535 － 919,250 － 229,812

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　   8,063 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 64,472 64,465 －

発行済株式総数        72,535 － －

総株主の議決権 － 64,465 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が7株含まれております。また、「議決権の数」欄には、

　　　同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数7個が含まれておりません。

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

 株式会社ＡＳＪ
埼玉県川口市栄町

三丁目２番16号
8,063 － 8,063 11.12

計 － 8,063 － 8,063 11.12
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 939,916 940,359

受取手形及び売掛金 17,170 13,725

商品及び製品 24,339 24,781

仕掛品 515 413

原材料及び貯蔵品 2,465 1,038

その他 112,687 115,982

貸倒引当金 △74 △78

流動資産合計 1,097,021 1,096,221

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 670,025 664,035

土地 646,749 646,749

その他（純額） 25,780 26,911

有形固定資産合計 1,342,555 1,337,696

無形固定資産

のれん 80,648 76,873

その他 289,947 299,189

無形固定資産合計 370,595 376,063

投資その他の資産

その他 41,159 41,413

投資その他の資産合計 41,159 41,413

固定資産合計 1,754,310 1,755,173

資産合計 2,851,332 2,851,394
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 40,489 46,301

短期借入金 350,000 350,000

未払法人税等 17,465 6,761

賞与引当金 － 17,897

その他 245,427 234,564

流動負債合計 653,382 655,525

固定負債

負ののれん 2,188 2,079

その他 4,872 4,928

固定負債合計 7,061 7,007

負債合計 660,444 662,532

純資産の部

株主資本

資本金 919,250 919,250

資本剰余金 872,031 872,031

利益剰余金 781,970 780,433

自己株式 △377,149 △377,149

株主資本合計 2,196,102 2,194,565

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △34 △66

為替換算調整勘定 △5,179 △5,637

その他の包括利益累計額合計 △5,214 △5,703

純資産合計 2,190,888 2,188,862

負債純資産合計 2,851,332 2,851,394
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 336,239 356,635

売上原価 170,143 177,756

売上総利益 166,096 178,879

販売費及び一般管理費 158,208 161,404

営業利益 7,887 17,475

営業外収益

受取利息及び配当金 1,095 26

業務受託手数料 783 182

負ののれん償却額 109 109

その他 1,885 68

営業外収益合計 3,873 386

営業外費用

支払利息 824 593

為替差損 958 150

営業外費用合計 1,782 744

経常利益 9,978 17,117

特別利益

貸倒引当金戻入額 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失

固定資産除却損 12 13

特別損失合計 12 13

税金等調整前四半期純利益 9,971 17,103

法人税、住民税及び事業税 5,093 5,746

法人税等合計 5,093 5,746

少数株主損益調整前四半期純利益 4,877 11,357

四半期純利益 4,877 11,357
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,877 11,357

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △41 △31

為替換算調整勘定 △814 △457

その他の包括利益合計 △855 △489

四半期包括利益 4,022 10,868

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,022 10,868

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（の

れんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりでありま

す。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 29,668千円 26,867千円

のれんの償却額 4,709千円 3,774千円

負ののれんの償却額 109千円 109千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 12,894　　 200 平成22年３月31日 平成22年６月24日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月17日

定時株主総会
普通株式 12,894　　 200 平成23年３月31日 平成23年６月20日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント　

合計
ネットサービス事業 その他事業

売上高  　  

外部顧客への売上高 336,239 － 336,239

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 990 990

計 336,239 990 337,229

セグメント利益 87,632 539 88,171

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 88,171 　

セグメント間取引消去 △990 　

のれんの償却額 △3,990 　

全社費用（注） △75,304 　

四半期連結損益計算書の営業利益 7,887 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント　

合計
ネットサービス事業 その他事業

売上高  　  

外部顧客への売上高 353,602 3,033 356,635

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 1,004 1,004

計 353,602 4,037 357,639

セグメント利益 85,718 2,256 87,974

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 87,974 　

のれんの償却額 △3,054 　

全社費用（注） △67,445 　

四半期連結損益計算書の営業利益 17,475 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 75円66銭 176円16銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 4,877 11,357

普通株主に帰属しない金額（千円） － －　

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 4,877 11,357

普通株式の期中平均株式数（株） 64,472 64,472

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ＡＳＪ(E05324)

四半期報告書

16/17



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月12日

株式会社ＡＳＪ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　禎良　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯塚　正貴　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＡＳＪの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＡＳＪ及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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